
研究試料移転契約書

(Ref:課題番号2013-  -   )

甲は、乙より、以下に定める研究試料の提供の依頼を受けた。甲および乙は、甲及び乙による共同研究・共同利用の一環として、研究試料を移転するにあたり、次のとおり合意するものとする。

（定義）

第1条 本契約において、次に掲げる用語は次の定義によるものとする

	研究試料：
	（名称）
	     

	
	（詳細）
	     

	
	
	

	甲：
	（機関名）
	京都大学霊長類研究所

	
	（機関代表者）
	平井　啓久

	甲研究者：
	（研究者名）
	     
	（Email）
	     

	
	（住所）
	愛知県犬山市官林４１－２

	
	
	

	乙：
	（機関名）
	     

	
	（機関代表者）
	     
	（Email）
	     

	乙研究者：
	（研究者名）
	     
	（Email）
	     

	
	（住所）
	     


第2条 研究試料、その子孫及びそれらの無修飾な派生物（以下併せて「本試料」という）は、教育又は学術目的で行う別紙１に記載の甲及び乙による共同研究（以下、「本研究」という）のみに使用するものとする。
第3条 乙は、本試料をヒトに使用しないものとする。
第4条 乙は、乙研究者及び、乙の研究施設において乙研究者の直接的監督下で働く者のみに本試料の使用を許可できるものとし、甲の書面による承諾がない限り、本試料を乙の組織内外の第三者に移転しないものとする。本試料に関し分与依頼を受けた場合、乙は速やかに甲に通知するものとする。
第5条 改変体に内包されるものを含め、本試料の所有権は甲に帰属するものとする。乙は、本試料を商業目的に使用する場合、乙は、甲から商業用の実施権の許諾を受けるものとする。但し、甲は、当該実施権を付与する義務を一切負わないものとする。本契約は、本試料に係る実施権の付与に関するものでは一切ない。

第6条 乙は、本研究の実施に伴い発明等（以下「本発明」という）が生じた場合には、速やかに甲に通知するものとする。本発明に基づく知的財産権の帰属については甲乙協議の上別途定めるものとする。
第7条 乙は、本試料に関し甲から乙に提供されるデータその他の技術情報（以下、「本情報」という）を秘密に扱い、事前の書面による甲の同意なしに第三者に開示してはならない。但し、以下のいずれかに該当する情報については、この限りではない。

（１）開示を受け、又は知得した時点において、既に公知であったとき

（２）開示を受け、又は知得した後において、自己の責によらずして公知となったとき

（３）開示を受け、又は知得した時点において、既に自己が所有していたことを書面により証明することができるとき

（４）正当な権限を有する第三者より秘密保持義務を負うことなく適法に取得したことを書面により証明することができるとき

（５）開示に拠ることなく独自に開発又は取得したことを書面により証明することができるとき

（６）法令により、又は主務官庁若しくは裁判所その他の公的機関により、開示を義務付けられたとき
第8条 乙研究者は、毎年甲研究者及び甲に本研究によって得られた研究成果を通知するものとする。
第9条 乙及び乙研究者は、本研究の成果について、第８条に定めるところに従い発表することができる。但し、乙及び乙研究者は、甲及び甲研究者に当該発表の少なくとも３０日前までにその内容を甲に通知するものとする。甲が当該公表内容について特許出願を申し出た場合には、乙は、公表を通知の日より最高６０日まで遅らせるものとする。また、甲の求めに応じて、乙は、当該公表内容から甲の秘密情報を削除するものとする。
当該発表において、甲研究者が共同著者であるか否かは、科学的原則に基づき定められるものとする。甲研究者が共同著者であるときは、当該発表の原稿は、甲研究者と協議の上、作成されるものとする。甲研究者が共同著者でないときは、乙は、当該発表後速やかに、甲及び甲研究者に対しその写しを送付するものとする。当該発表において本試料の使用の記述があるときは、乙は、本試料の出所を明記するものとする。

第10条 乙は、本契約のもと提供される本試料が実験段階のものであり有害な性質を持ち備える可能性があることを認識している。甲は、本試料に関する商業利用性、ある特定の目的への使用可能性、又は、本試料の使用が第三者の特許、著作権、商標権、若しくはその他の権利を侵害していないことを、一切保障しないものとする。乙は、乙による本試料の使用、保管、又は処分から発生する責任および損害賠償金に関し全責任を負うものとする。甲は、乙の使用から生じる、乙による若しくは乙に対する損失、クレーム又は請求に関し、一切責任を負わないものとする。但し、甲の故意又は重過失による場合はこの限りでない。
第11条 甲は、本契約の締結をもって、本試料を第三者に提供し、又は提供させることについて、何ら妨げられないものとする。甲が乙へ本試料を提供することにより、甲研究者又は甲の本試料に関する研究結果を発表する権利が阻害又は制限されることは一切ないものとする。

第12条 乙は、本試料が霊長類等の身体に由来する試料であることを認識する。乙は、本試料を適切に安全な形で使用し、本試料の使用から生じるリスクを全て負うものとする。乙は、動物又は組換えDNAに関する研究の取り扱いに関するものや「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物多様性の確保に関する法律」、「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」等、すべての法律、規定、ガイドラインに従い本試料を使用するものとする。また、乙は、別紙２に記載の「京都大学霊長類研究所サル類由来生材料の取扱いに関するガイドライン」を遵守するものとする。

第13条 本契約は、本条（１）及び（２）のいずれかの事由が生じた日に終了するものとする。本条に基づき本契約が終了した場合、乙は、本試料の使用を中止し、甲の指示に従い、本試料を甲に返却し、又は破棄するものとする。
（１）本研究が終了したとき
（２）甲又は乙から相手方に対する本契約を終了させる旨の書面による通知より３０日が経過したとき
第14条 本契約が終了した後も、第５条、第６条、第９条、第１０条、及び第１３条は有効に存続するものとし、また、第７条は本契約終了後３年間有効に存続するものとする。
第15条 甲は、本契約に基づき研究試料を提供することができる。提供可能な研究試料が確定次第、甲は、研究試料を乙に提供する。甲は、別紙３に記載の送付状2部と併せて、当該研究試料を乙に送付するものとする。当該送付状には、本契約が言及され、研究試料が特定されるものとする。乙は、研究試料の受取を当該送付状2部に捺印することにより確認するものとし、1部を甲に返送するものとする。甲が本契約に記載されていない研究試料を乙に提供する場合、甲及び乙は、本契約を変更し、当該試料を追加するものとする。乙は、研究試料の発送に係る費用をすべて負担するものとする。
乙および乙研究者は、本契約2部に捺印の上、甲に送付するものとする。甲は、本約書2部に捺印の上、1部を乙に返送すると共に、研究試料の移転を手配するものとする。

	     年     月     日
	
	

	
	甲機関代表：
	　平井　啓久　　　印

	
	甲研究者：
	     　　　印

	
	
	

	
	乙機関代表者：
	     　　　印

	
	乙研究者：
	     　　　印


別紙１

（本研究）
　　　京都大学霊長類研究所共同利用・共同研究

　　　
　　　共同研究員氏名　：
　　　所内対応者氏名　：
　　　研究区分　：　［　計画研究　一般個人研究　一般グループ研究　震災関連　随時募集　］
　　　課題番号　：　２０１３－　　－　　
　　　研究題目　：　
　　　

別紙２
（ガイドライン）
2010.3.10 協議員会承認

サル類由来生材料の取扱いに関するガイドライン
１．サル類由来生材料（血液、臓器、便、尿など）は、たとえ健康な個体由来であっても潜在的なバイオハザードのリスクがあるものと見なし取り扱う。
２．取扱いに際しては、安全キャビネット内での取扱いを原則とする。特に、感染症の可能性がある個体由来材料は必ず安全キャビネット内で取扱うこと。以下、取扱いに際しての概要を記す：

・ ディスポグローブ、防護衣（ガウン、頭巾等）を装着する

・ 廃棄物等のためのオートクレーブバッグを用意する

・ 実験終了後は不要生材料、ディスポ廃棄物（下線）等をオートクレーブ後廃棄する。防護衣はオートクレーブ後再利用する。オートクレーブ不可能な物品については、ビルコン等にて滅菌する。

３．安全キャビネットの利用が困難な場合、次善の策としてバイオハザードを防ぐため下記の通り適切な措置を講ずる。

・ペットシート等の吸水性シート上で生材料を取り扱う

・ ディスポグローブ、防護衣（ガウン、頭巾等）、マスク、フェイスシールド等を装着する
・ 廃棄物等のためのオートクレーブバッグを用意する

・ 実験終了後は不要生材料、ディスポ廃棄物（下線）等をオートクレーブ後廃棄する。防護衣はオートクレーブ後再利用する。オートクレーブ不可能な物品については、ビルコン等にて滅菌する。
別紙３

（送付状例）

平成　年　月　日

○○大学　御中

京都大学霊長類研究所
〒484-8506

愛知県犬山市官林

Tel:

Fax:

前略

京都大学霊長類研究所は、弊学（「甲」）と貴機関（「乙」）が平成○○年○○月○○日に締結した研究試料移転契約に基づき、下記の研究試料を送付致します。

当該研究試料は、当該契約の規定に従い、共同研究・共同利用の研究においてのみ使用できます。

本書２部にご捺印の上、１部を京都大学霊長類研究所までご返送頂きますようお願い致します。

草々

記

(1) 

(2) 

(3) 

以上

甲機関代表：



印
上記研究試料を確かに受領しました。

乙機関代表：



印
乙研究者：



印

